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消費税率引き上げ

をやめさせる 

ネットワーク宮城 

             暮らしと経営をさらに圧迫する消費税率引き上げに反対します！    

●6月 23日（火）、消費税率引き上げをやめさせる
ネットワーク宮城の「2015 年度第 13回総会＆記念
講演」が開催されました。 
6月 23日（火）東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）6階 601会議室

において、消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城の「2015 年度第 13

回総会＆記念講演」が開催され、生協、消費者団体、日専連、宮商連などの関係

者、事業者、一般市民など 65人が参加しました。 

山口哲男代表世話人（日専連宮城県連合会会長）の開会挨拶後、大越健治代表

世話人（みやぎ生協専務理事）が議長に選出され、提案された第１号議案の平成

26年度活動報告・決算承認の件、監査報告、第２号議案の平成 27年度活動方針・

収支予算決定の件、第３号議案の会員規約の一部変更の件、第 4号議案の役員選

任の件の全議案が承認されました。 

続いて、みやぎ生協の鳥田加奈枝理事から総会アピール（別紙）の提案があり、

採択されました。 

 記念講演は、講師にジャーナリストで和光大学教授の竹信三恵子さんをお迎え

し、『ピケティから考えるアベノミクス～私たちに何が

必要か～』と題して、ご講演いただきました。フランス

の経済学者トマ・ピケティが、『21 世紀の資本』で指摘

している、貧困と格差が拡大する一方で、一部の富裕層

や大企業に富が集中するようになってきていることや、

貧困と格差の拡大を解消するには、課税においては応能

負担原則を貫き、富裕層や大企業に対する課税を強化し、社会保障制度を通じて

富を再分配することが求められていることなどについて、分りやすくお話くださ

いました。ピケティの主張は、労働者の所得はどんなに頑張っても、資産家の所

得の伸びには到底及ばず、格差は放置すれば広がることについて、過去のデータ

に基づき分析し、格差が縮小したのは戦争と大恐慌によるもので、決して経済成長ではないことを数値で

示した。アベノミクスに関しては、円安による大手と中小企業の格差の拡大、大手企業の経営トップの報

酬の高額化、女性が働きづらい社会になっていること、資産の集積が世襲によって特定の層に受け継がれ

ていることなどから、格差の拡大はもう始まっている。貧困は必死に働くだけでは改善しない、「できるこ

と」より「必要なこと」を主張すること、政府の言葉の目くらましに引っかからないこと、他者への想像

力を失わないことが重要。消費税は、格差縮小と再分配の強化で逆進性を緩和する基盤ができてから最低

限の増税にするべきだ。と訴えました。 

 13 年間の長きにわたり代表世話人を務められました伊藤貞夫さん（宮城県商工団体連合会前会長）が、

閉会挨拶を行い終了しました。消費税ネットの今後の活動のためのカンパは、21,160円が寄せられました。 

 

 

 
◆◆◆事務局所在地変更のお知らせ◆◆◆ 

 本総会において、事務局所在地を仙台市青葉区本町 2-16-12 仙台商工会議所 4 階日専連宮城県連内から仙

台市青葉区柏木 1－2－45 フォレスト仙台 5 階 宮城県生協連内に変更することの報告がありました。 

山口哲男代表世話人（日専連宮

城県連合会会長）の開会挨拶 

みやぎ生協の鳥田加奈枝理事 

伊藤貞夫さんの閉会挨拶 

   講師の竹信三恵子さん 



総会アピール 

 

東日本大震災から4年が経過しますが、宮城県内の仮設住宅には、未だ6万2

千人もの人々が暮らしており、プレハブ仮設には3万3千人が暮らしています。

復興需要が公共事業を中心に続く一方で、被災者の暮らしに対する支援は不

十分なままです。 

国民の経済状況は、収入が増えない中、社会保険料などが毎年上がるため、

手取り収入は減る一方です。年収200万円以下の労働者が1000万人を超え、非

正規労働者が約1900万人で全体の3分の1を占めるに至っています。 

地域経済を支える中小業者の営業と暮らしが、さらに深刻になっています。

このような状況に、消費税増税と社会保障の負担増がのしかかるならば、倒

産廃業が加速し多くの労働者が仕事を失い、地域経済は決定的に破壊されま

す。消費税は中小・零細業者を倒産・廃業に追い込む税金です。たとえ消費

者や事業者に転嫁できなくともまた、経営が赤字であっても必ず納めなけれ

ばならない過酷な税金です。 

安倍政権の景気対策「アベノミクス」の第 3 の矢である、民間投資を喚起

する成長戦略は、大企業の利益は拡大しますが、国民の暮らしが良くなる保

障は全くありません。財政再建と言いながら、法人税の減税を実施し、公共

事業に財源を拡充し、社会保障のためと言いながら、医療も介護もサービス

切り下げと利用料負担を拡大しています。 

家計は、消費税増税の大きな痛みに耐えられない状況に陥っています。厚

生労働省の 2 月発表の毎月勤労統計（速報、5 人以上の事業所）によれば、

実質賃金は前年同月比 2.0％ダウンで、22 ヶ月連続で前年同月を下回りまし

た。消費税増税後、実質消費支出は大きく落ち込んだままです。GDP の 6 割

を占める消費支出が落ち込んだままでは、日本経済全体も回復するはずがあ

りません。 

国民の暮らしと、震災からの復興の進捗状況を判断基準とすることを主張

して、消費税率10％への引き上げは、何としても止めなければなりません。 

本日、総会に集う私たちは、次のことを強く訴えるものです。 

 

一、政府においてはこれ以上の消費税率の引き上げは絶対に行わないこと。 

 

 

平成 27 年（2015 年）6 月 23 日 

消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城第 13 回総会 



●「消費税率引き上げをやめさせるネットワーク
宮城」の消費税アップ反対の川柳七夕飾りを今
年も仙台七夕期間中に展示しました。 

今年も『消費税アップ反対！』の願いを込めた消費税川柳に会員などの方々から応募がありまし

た。応募作品 36 句を書き込んだ「消費税川柳七夕」を 7 月 31 日～8 月 8 日まで展示しました。場

所は、吹流し型七夕は三越隣のロッテリア店前に、行燈型七夕は一番町ブランドーム商店街ベルモ

ーズビル（ASBee）前に飾り付けしました。 

今年も、みやぎ生協の家計研究会と家計委員会の方々が、製作を担ってくれました。展示には、

日専連宮城県連合会や一番町商店街の方々のご協力により行われました。七夕期間中、多くの皆様

に『消費税率引き上げ反対！！』の呼びかけができたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費税川柳 2015 
１．社会保障費に まわらない 消費税     19．欲しい物 消費税分 予算オーバー 

２．弱い者いじめは 安倍と 消費税      20．人まかせ 絶対だめよ 消費税 

３．大企業から税金取れば消費税いりません   21．消費税 自分のために なるのかな？ 

４．払います払います消費税 0％                22．消費税 税率変わって 脳体操 

５．サンタのプレゼント消費税なし       23．消費税 あると無いとで 大違い 

６．アベノ三本の〝イヤ〟凶行事業、病的緩和、低調戦略  24．安いよね！ 内税だったの？ 高いよね!! 

７．軽減税 10にするとき 8にオマケ      25．金額の 大きさに驚く 月合計 

８．消費税 十分不安婦になるワタシ      26．困ったゾ 消費税分 足りないよ！ 

９．吐いた酒 胃に戻させる消費税       27．増税後 お会計で ビックリだ 

10．3，5と来て 8のおあとに 10と来る     28．戦争に 加担ごめんだ 消費税 

11．増税で 求人情報 目に留まる       29．武器戦車 化けるでないぞ！ 願い込め 

12．私立より 公立推しの 親の思い      30．何優先？ 使い道を 問うてくれ 

13．おかず減り 最終的には １品料理     31．陰日向なく 払いたいよ 本当は 

14．専業主婦 家に居たって 金かかる     32．増税を 軍事予算に はめ込む気 

15．幼稚園 お金かかるから やめよかな    33．ヤケ酒を 途中でやめる 消費税 

16．消費税 こづかい減らし サイフ泣く    34．軍事費が 足らない分を 税で取り 

17. どこにでも 目が光ってる 消費税      35. 消費税 酒税で酒が 苦くなる 

18. 消費税 買い物前に 加算して        36. 増税が 欲しい軍艦 戦闘機 
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